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解
雇
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
案
）

　
（
労
働
基
準
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
十
五
条
の
見
出
し
を
「
（
労
働
条
件
に
関
す
る
書
面
の
交
付
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
賃
金
、
労
働
時
間
そ
の

他
の
労
働
条
件
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
に
改
め
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
及
び
各
号
を
加
え
る
。

　
　
　
た
だ
し
、
第
五
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
が
こ
れ
ら
に
関
す
る
定
め
を
し
な
い
場

合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
　
一
　
就
業
の
場
所
及
び
従
事
す
べ
き
業
務
に
関
す
る
事
項

　
　
二
　
始
業
及
び
終
業
の
時
刻
、
休
憩
時
間
、
休
日
、
休
暇
並
び
に
労
働
者
を
二
組
以
上
に
分
け
て
交
代
に
就
業
さ
せ
る
場

合
に
お
け
る
就
業
時
転
換
に
関
す
る
事
項

　
　
三
　
賃
金
（
退
職
手
当
及
び
第
六
号
に
規
定
す
る
賃
金
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
決
定
、
計
算
及
び

支
払
の
方
法
、
賃
金
の
締
切
り
及
び
支
払
の
時
期
並
び
に
昇
給
に
関
す
る
事
項
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四
　
退
職
に
関
す
る
事
項

　
　
五
　
退
職
手
当
の
定
め
が
適
用
さ
れ
る
労
働
者
の
範
囲
、
退
職
手
当
の
決
定
、
計
算
及
び
支
払
の
方
法
並
び
に
退
職
手
当

の
支
払
の
時
期
に
関
す
る
事
項

　
　
六
　
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
退
職
手
当
を
除
く
。
）
、
賞
与
及
び
第
二
十
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
命
令
で
定
め
る

賃
金
並
び
に
最
低
賃
金
額
に
関
す
る
事
項

　
　
七
　
労
働
者
に
負
担
さ
せ
る
べ
き
食
費
、
作
業
用
品
そ
の
他
に
関
す
る
事
項

　
　
八
　
安
全
及
び
衛
生
に
関
す
る
事
項

　
　
九
　
職
業
訓
練
に
関
す
る
事
項

　
　
十
　
災
害
補
償
及
び
業
務
外
の
傷
病
扶
助
に
関
す
る
事
項

　
　
十
一
　
表
彰
及
び
制
裁
に
関
す
る
事
項

　
　
十
二
　
休
職
に
関
す
る
事
項

　
　
第
十
五
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
、
「
明
示
さ
れ
た
労
働
条
件
」
を
「
交
付
さ
れ
た
書
面
に
記
載
さ
れ
た

事
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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使
用
者
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
変
更
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
速
や
か
に
、
労
働
者
に
対
し

て
、
当
該
変
更
に
係
る
事
項
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条
　
削
除

　
　
第
九
十
八
条
第
二
項
中
「
中
央
労
働
基
準
審
議
会
は
」
の
下
に
「
解
雇
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第

　
　
　
号
）
、
」
を
、
「
地
方
労
働
基
準
審
議
会
は
」
の
下
に
「
解
雇
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
、
」
を
加
え
る
。

　
　
第
百
十
四
条
及
び
第
百
十
九
条
第
一
号
中
「
、
第
二
十
条
」
を
削
る
。

　
　
第
百
二
十
条
第
一
号
中
「
第
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
」

に
改
め
る
。

　
　
附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　
第
百
三
十
七
条
　
政
府
は
、
労
働
者
の
労
働
条
件
に
関
す
る
監
督
が
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
こ
れ
に
必
要
な

数
の
労
働
基
準
監
督
署
の
設
置
及
び
労
働
基
準
監
督
官
の
配
置
等
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
国
会
職
員
法
の
一
部
改
正
）
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第
二
条
　
国
会
職
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
四
十
五
条
第
一
項
中
「
及
び
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
」
を
「
、
労
働
安
全
衛
生
法

（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
並
び
に
解
雇
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
　
　
　
号
）
第
六

条
、
第
七
条
、
第
八
条
（
同
条
に
規
定
す
る
特
定
日
々
雇
用
労
働
者
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
十
五
条
か
ら
第
二
十

一
条
ま
で
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
の
規
定
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
「
解
雇
予
告
関
係
規
定
」
と
い

う
。
）
」
に
、
「
基
く
」
を
「
基
づ
く
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
基
き
」
を
「
基
づ
き
」
に
、
「
基
く
」
を
「
基
づ

く
」
に
、
「
及
び
労
働
安
全
衛
生
法
」
を
「
、
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
解
雇
予
告
関
係
規
定
」
に
、
「
但
し
」
を
「
た
だ

し
」
に
改
め
る
。

　
（
国
家
公
務
員
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
附
則
第
十
六
条
中
「
及
び
船
員
災
害
防
止
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
六
十
一
号
）
」
を
「
、

船
員
災
害
防
止
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
六
十
一
号
）
並
び
に
解
雇
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
一
年
法
律
第
　
　
　
号
）
第
六
条
、
第
七
条
、
第
八
条
（
同
条
に
規
定
す
る
特
定
日
々
雇
用
労
働
者
に
係
る
部
分
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に
限
る
。
）
及
び
第
十
五
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
の
規
定
を
含
む
。
）
」
に
、

「
の
法
律
に
基
い
て
」
を
「
に
基
づ
い
て
」
に
改
め
る
。

　
（
国
家
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条
　
国
家
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　
　
附
則
第
三
条
第
一
項
中
「
て
い
、
、
触
せ
ず
」
を
「
抵
触
せ
ず
」
に
、
「
且
つ
」
を
「
か
つ
」
に
、
「
基
く
」
を
「
基
づ
く
」

に
、
「
及
び
船
員
法
」
を
「
、
船
員
法
並
び
に
解
雇
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
　
　
　
号
）
第
六
条
、

第
七
条
、
第
八
条
（
同
条
に
規
定
す
る
特
定
日
々
雇
用
労
働
者
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
十
五
条
か
ら
第
二
十
一
条

ま
で
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
の
規
定
を
含
む
。
）
」
に
、
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
る
。

　
（
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条
　
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
五
十
八
条
第
三
項
本
文
中
「
並
び
に
船
員
災
害
防
止
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
六
十
二
条
」
を
「
、
船
員
災
害
防

止
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
六
十
二
条
の
規
定
並
び
に
解
雇
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
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号
）
第
十
七
条
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
並
び
に
船
員
災
害
防
止
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
六
十
二
条
」
を
「
、

船
員
災
害
防
止
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
六
十
二
条
の
規
定
並
び
に
解
雇
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
十
七
条
」
に
改

め
、
同
条
第
五
項
中
「
及
び
船
員
災
害
防
止
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
を
「
、
船
員
災
害
防
止
活
動
の
促
進
に
関
す
る

法
律
及
び
解
雇
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

　
（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条
　
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
九
条
中
「
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条
」
を
「
解
雇
等
の
規
制
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
　
　
　
号
）
第
六
条
、
第
七
条
及
び
第
八
条
（
同
条
に
規
定
す
る
特
定
日
々
雇
用
労
働

者
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
に
、
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
、
「
の
外
」
を
「
の
ほ
か
」
に
改
め
る
。

　
（
自
衛
隊
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条
　
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
百
八
条
中
「
及
び
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
」
を
「
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十

七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
並
び
に
解
雇
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
　
　
　
号
）
第
六
条
、
第
七
条
、
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第
八
条
（
同
条
に
規
定
す
る
特
定
日
々
雇
用
労
働
者
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
十
五
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
の
規

定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
の
規
定
を
含
む
。
）
」
に
、
「
基
く
」
を
「
基
づ
く
」
に
改
め
る
。

　
（
社
会
保
険
労
務
士
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条
　
社
会
保
険
労
務
士
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
別
表
第
一
中
第
二
十
号
の
二
十
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
二
十
の
二
十
一
　
解
雇
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
　
　
　
号
）

　
（
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
九
条
　
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　
　
第
七
条
中
「
を
雇
い
入
れ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
」
を
「
と
の
労
働
契
約
の
締
結
に
際
し
」
に
、
「
、
そ
の
雇
入
れ
に
係

る
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地
、
雇
用
期
間
並
び
に
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
」
を
「
及
び
雇
用
期
間
」
に
改
め
る
。

　
　
第
十
二
条
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
二
　
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
文
書
を
交
付
せ
ず
、
又
は
偽
り
の
文
書
を
交
付
し
た
と
き
。

8

　
（
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
条
　
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　
２
　
事
業
主
は
、
育
児
休
業
中
の
労
働
者
を
解
雇
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
天
災
事
変
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事

由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
（
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条
　
労
働
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
四
条
第
三
十
号
中
「
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
」
の
下
に
「
、
解
雇
等
の
規
制
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
　
　
　
号
）
」
を
加
え
る
。

　
　
第
五
条
中
第
十
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
十
八
の
二
　
解
雇
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
、
使
用
者
又
は
労
働
者
に
必
要
な
事
項
を
報
告
さ
せ
、
又
は
出

頭
さ
せ
る
こ
と
。
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第
七
条
第
一
項
及
び
第
八
条
第
一
項
中
「
同
法
」
の
下
に
「
、
解
雇
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
解
雇
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
　
　
　
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
（
労
働
基
準
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
使
用
者
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
か
ら
引
き
続
き
使
用
す
る
労
働
者
に
対
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
速
や
か
に
、
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
基
準
法
第
十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
書
面
を
交
付
す
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
使
用
者
が
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
基
準
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
し
た

解
雇
の
予
告
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
事
項
に
係
る
こ
の
法

律
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
（
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

10

第
三
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
雇
い
入
れ
ら
れ
た
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す

る
法
律
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
建
設
労
働
者
雇
用
改
善
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
建
設
労
働
者

で
あ
っ
て
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
旧
建
設
労
働
者
雇
用
改
善
法
第
七
条
に
規
定
す
る
文
書
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
も
の
に

対
す
る
当
該
文
書
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
（
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条
　
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
四
十
七
条
中
「
第
十
五
条
第
三
項
」
を
「
第
十
五
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

　
（
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条
　
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
五
年
法
律
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　
　
第
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
第
六
条
　
削
除
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理
　
由

　
解
雇
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
労
働
基
準
法
等
関
係
法
律
の
規
定
の
整
備
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


